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A．研究目的 

令和 3 年 6 月に発出された「薬剤師の養

成及び資質向上等に関する検討会 とりま

とめ」では、病院を中心として薬剤師が充

足していないとされている。しかし、薬剤

師業務は時代の変遷ともに高度化していく

一方で、人口減少により患者数そのものは

減少傾向となることから、病院薬剤師の確

保については、定量的な需給予測等に基づ

き検討していくことが重要であると考えら

れる。 

本研究においては、病院薬剤師の需要推

計に資する手法を開発し、病院薬剤師に係

わる医療行政の基礎資料の構築を目的とし

ている。病院薬剤師の業務量の定量的把握

には DPC データ等の使用が検討されている。

うち、DPC データを用いるにあたって、どの

ような診療報酬項目を考慮すべきかを検討

するための専門家へのアンケート案につい

て作成を行った。 

 

B．研究方法 

 令和 4年 8月 1日、11 月 2 日、令和 5年

2月 6日と 3回の班会議を開催し、DPC デー

タを用いる病院薬剤師の需要推計モデルの

開発デザインについて協議した。 

 これら班会議での議論を受けて、その議

論を具体的な推計方法に落とすために、国

立保健医療科学院の研究員２名を含むデー

タベース分析ワーキンググループを招集し、

開発デザインの具体案を作成した。 

 

C．研究結果 

研究班会議においては、医師、看護師、

PT・OT の需給推計法を参考に、診療報酬

データの中から病院薬剤師の指標となるも

のを選定し、各指標の係数や実施割合を推

定し、掛け合わせることで必要な薬剤師数
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を見積もる手順が提案された。 

これらの手法を前提として、指標となる

診療報酬項目を同定するために、病院薬剤

師を対象とするアンケート案を作成した。 

アンケート案の概要については別添の通

りである。 

 

D.考察 

薬剤師の多様な業務を反映できる DPC デ

ータとして、病棟薬剤業務、薬剤管理指導

料に加えて取り上げるべき項目を整理した

上で、病院薬剤師の需要推計モデルを構築

する。最終的には、病院機能による病院薬

剤師業務の相違を反映するために DPC デー

タに加えてレセプトデータである NDB デー

タ等を組み合わせて評価することにより、

需要推計モデルの検証を目指すこととした。 

  

E.結論 

病院薬剤師を対象としたアンケート調査

を実施することで、DPCデータの活用による

薬剤師の需要推定がより精緻に可能となる

ものと考えられる。 

 

F．健康危険情報 

 なし。 

G．研究発表 

 なし。 

H．知的財産権の出願・登録状況 

 なし。 
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